
資料１

No. 区分 意見等 対応状況 回答

1
パブリックコ

メント

　４月23日「子どもの読書の

日」にちなんで、進学・進級祝

いとして、市費で市内小中高校

生全員に図書カードを贈る。

小学生1,000円　６年間6,000円

中学生2,000円　３年間6,000円

高校生3,000円　３年間9,000円

　「私の選んだ本を見てくださ

い」展等の開催

□文章修正等

□記述済み

□検討

■反映困難

□その他

　市では、「こどもの読書活動の推進に

関する法律」に基づき「弘前市子ども読

書活動推進計画」を策定し、ブックス

タートなどの事業を実施して、子どもが

本に親しみ、もって健やかな成長に資す

るよう努めています。

　図書カードの贈呈については、財源確

保などに課題があるため実施は困難です

が、学校図書館において既に子どもたち

の要望等により毎年約12,000冊の図書を

購入している状況です。

　ご提言頂いたその他の事業について

は、今後の参考とさせていただきます。

2
パブリックコ

メント

　まだ使える不用品の収集・再

利用

（例）　分別収集日程表に３カ

月に一回

収集月：３月・６月・９月・12

月

展示期間：一週間　再利用者が

持ち帰る

展示場所：ヒロロまたは市役所

原則として：無料

残ったものはゴミとして処理す

る

注意事項：提供者及び再利用者

は公表しない

□文章修正等

□記述済み

□検討

□反映困難

■その他

　市では、市内12カ所への衣類回収ボッ

クスの設置や不用品のやりとりをあっせ

んするリユース促進掲示板の運用、パソ

コンやスマートフォンを使用して不用品

の引き取り手を探すことができる電子情

報掲示板「ジモティー」を運営する事業

者との協定締結など、市内のリユース活

動促進のため、様々取り組んでいます。

　また市内では、子ども用品を集め、必

要な方に無料で提供する「おさがり会」

など、民間による取組も活発に行われる

ようになってきています。

　今後も市民の皆様がリユース活動に取

り組みやすくなるよう、ご提案の内容も

含め、民間とも連携しながら環境整備に

努めます。

3 市議会議員

　インバウンド対応としてトイ

レの洋式化は、必要である。特

に、弘前市立観光館は、観光案

内の拠点施設であることから、

是非、洋式化を進めてほしい。

　今回の総合計画を見ると、

リーディングプロジェクト「み

らいの健康」に「中学校及び体

育館のトイレの洋式化を進め

る」ことが明記されている。観

光施設も明記してほしい。

□文章修正等

■記述済み

□検討

□反映困難

□その他

　後期基本計画実施計画に、「多くの観

光客等が利用する観光館のトイレの洋式

化を図る」ことを明記し、観光館のトイ

レの整備を進めます。

弘前市総合計画後期基本計画（素案）に対するパブリックコメント等の意見と対応状況



資料２

素案

ページ
行等

1 33

プロジェクトを構

成する先導的な計

画事業

項目

働き盛り世代の健康と運動の推進

計画事業名

事業内容

政策

項目

働き盛り世代の健康と運動の推進

計画事業名

弘前へルスアップル推進事業

事業内容

QOL健診等を活用した生産者への健康啓発を進

めるとともに、健康機能性を活かしたりんご生

果の開発等を促進し、販売事業者や消費者も含

めた健康意識の向上を図ります。

政策

農林業

追記

2 35

プロジェクトを構

成する先導的な計

画事業

項目

住みよいまちづくりの推進

計画事業名

事業内容

政策

項目

住みよいまちづくりの推進

計画事業名

まちなかお出かけパス事業

事業内容

運転免許を自主返納した方を含めた高齢者の公

共交通を利用した外出を推進することで、健康

増進・環境負荷低減及びまちの賑わい創出を図

ります。

政策

都市基盤

追記

3 36

プロジェクトの取

組内容（アウト

プット）

【取組内容】

●小・中学校の改築、小・中学校及び体育施設

のトイレの洋式化、児童館・児童センターへの

エアコン設置を進めることで、より快適に各施

設を利用してもらえる環境を整備します。

【取組内容】

●AIドリルを小・中学校に導入することで、児

童生徒の学力の向上を図ります。また、小・中

学校の改築、小・中学校及び体育施設のトイレ

の洋式化、児童館・児童センターへのエアコン

設置を進めることで、より快適に各施設を利用

してもらえる環境を整備します。

追記

4 37

プロジェクトを構

成する先導的な計

画事業

項目

地域産業を支える人材の育成

計画事業名

中学生×医師交流プログラム、メディカルス

タッフについて学ぼう、弘前医療福祉大学・短

期大学連携事業

項目

地域産業を支える人材の育成

計画事業名

中学生×医師交流プログラム、メディカルス

タッフについて学ぼう、来て・見て・学ぼう！

医療福祉体験

変更

修正箇所
修正前

（修正箇所に下線を引いています。）

修正後

（修正箇所に下線を引いています。）
修正内容

弘前市総合計画後期基本計画（素案）からの修正箇所一覧
灰色の項目を第６回審議会でご説明いたします。白色の項目は、すでに説明済みのもの、または事業名変更等軽微な修正内容となります。

No.

1



資料２

素案

ページ
行等

修正箇所
修正前

（修正箇所に下線を引いています。）

修正後

（修正箇所に下線を引いています。）
修正内容No.

5 37

プロジェクトを構

成する先導的な計

画事業

項目

学習環境等の整備

計画事業名

事業内容

政策

項目

学習環境等の整備

計画事業名

「学ぶ力」向上事業

事業内容

すべての市立小・中学校全学年にAIドリルを導

入し、児童生徒一人ひとりの学習スタイルに応

じた指導により学力の向上を目指します。

政策

学び

追記

6 37

プロジェクトを構

成する先導的な計

画事業

項目

学習環境等の整備

計画事業名

小・中学校改築事業

項目

学習環境等の整備

計画事業名

小・中学校改築事業、小・中学校トイレ洋式化

事業

追記

7 37

プロジェクトを構

成する先導的な計

画事業

項目

学習環境等の整備

計画事業名

体育施設トイレ環境整備事業

項目

学習環境等の整備

計画事業名

社会体育施設トイレ環境整備事業

変更

8 49
施策３）

【取組内容】

・市立小・中学校が児童生徒の学習状況を把握

し、一人一人への配慮を生かした指導を展開で

きるよう努めるとともに、学校訪問や「学ぶ

力」向上研修会及び校内研究支援などを通し

て、教員の指導力等の向上を図り、学びを支え

る授業づくりと学びを支える集団づくりを推進

します。

・ＡＩドリルの導入等を通じて、市立小・中学

校が児童生徒一人一人の学習状況を把握し、個

に応じた指導を展開できるよう支援します。ま

た、学校訪問や「学ぶ力」向上研修会及び校内

研究支援などを通して、教員の指導力等の向上

を図り、学びを支える授業づくりと学びを支え

る集団づくりを推進します。

追記

9 51
施策５）

【計画事業】
⑤弘前医療福祉大学・短期大学連携事業 ⑤来て・見て・学ぼう！医療福祉体験 変更

10 55
施策１）

【計画事業】

①地域に踏み出すひとづくり推進事業

②地域マネジメント人材育成プログラム構築事

業（再掲）

③学びのまち情報提供事業

④公民館まつり（地区公民館）

⑤弘前大学との地域づくり連携事業

⑥教育自立圏構築推進事業（コミュニティ・ス

クール）（再掲）

①地域に踏み出すひとづくり推進事業

②地域マネジメント人材育成プログラム構築事

業（再掲）

③学びのまち情報提供事業

④公民館活動等活性化アドバイザー

⑤公民館まつり（地区公民館）

⑥弘前大学との地域づくり連携事業

⑦教育自立圏構築推進事業（コミュニティ・ス

クール）（再掲）

追記

11 55
施策１）

【取組内容】

・市民の学びや学校活動、社会貢献活動等に活

かせる地域情報の提供を進めます。

・市民の学びや学校活動、社会貢献活動等に活

かせる地域情報の提供を進めます。

・各地区公民館や学区まなびぃ講座の状況・課

題を把握し、活性化に向けて提案をするアドバ

イザーを地区公民館等に派遣します。

追記

2



資料２

素案

ページ
行等

修正箇所
修正前

（修正箇所に下線を引いています。）

修正後

（修正箇所に下線を引いています。）
修正内容No.

12 55
施策２）

【計画事業】

①社会教育関係職員等研修事業

②地区公民館社会教育事業

③学区まなびぃ講座支援事業

①社会教育関係職員等研修事業

②地区公民館社会教育事業

③学区まなびぃ講座支援事業

④公民館活動等活性化アドバイザー（再掲）

追記

13 63
施策３）

【計画事業】

①小・中学校改築事業

②小・中学校屋根改修事業

③小学校屋内運動場暖房機器更新事業

④小・中学校管理工事

①小・中学校改築事業

②小・中学校屋根改修事業

③小学校屋内運動場暖房機器更新事業

④小・中学校トイレ洋式化事業

⑤小・中学校管理工事

追記

14 65
施策１）

【計画事業】

①弘前市民文化祭共催事業

②一流芸術等文化イベント開催事業

③音楽芸術後継者育成事業

④れんが倉庫美術館等管理運営事業

⑤アーティスト体験ワークショップ事業（再

掲）

⑥子ども観劇・演劇ワークショップ事業（再

掲）

①弘前市民文化祭共催事業

②一流芸術等文化イベント開催事業

③音楽芸術後継者育成事業

④文化こうりゅう事業

⑤れんが倉庫美術館等管理運営事業

⑥アーティスト体験ワークショップ事業（再

掲）

⑦子ども観劇・演劇ワークショップ事業（再

掲）

追記

15 67
施策１）

【計画事業】
⑤体育施設トイレ環境整備事業 ⑤社会体育施設トイレ環境整備事業 変更

16 79
施策２）

【計画事業】

①食育健康推進事業

②授業でまなぼう！健康教育事業（再掲）

③給食でまなぼう！食育スクール（再掲）

④地域でまなぼう！食育講座いただきます（再

掲）

⑤食育推進情報発信事業（再掲）

⑥高血圧対策推進事業

⑦次世代の健康づくり推進事業

⑧階段でいつでもチルトレ事業

⑨楽しく運動みんなで健康交流センター等活用

事業

⑩たばこの健康被害防止対策事業

①食育健康推進事業

②授業でまなぼう！健康教育事業（再掲）

③給食でまなぼう！食育スクール（再掲）

④地域でまなぼう！食育講座いただきます（再

掲）

⑤食育推進情報発信事業（再掲）

⑥高血圧対策推進事業

⑦次世代の健康づくり推進事業

⑧階段でいつでもチルトレ事業

⑨たばこの健康被害防止対策事業

削除

17 89
施策２）

【取組内容】

・要介護状態となるおそれの高い65歳以上の高

齢者が要介護状態にならないように、地域での

高齢者健康トレーニング教室の開催や口腔ケア

の実施等、介護予防活動の充実を図ります。

・要介護状態となるおそれの高い65歳以上の高

齢者が要介護状態にならないように、地域での

高齢者健康トレーニング教室の開催、口腔ケア

やQOL健診の実施等、介護予防活動の充実を図

ります。

追記

18 102
政策の方向性１

【②現状と課題】

◇日本一の高品質りんごの生産性向上 ◇日本一の高品質りんごの生産性向上とりんご

産業イノベーションの推進
変更

3



資料２

素案

ページ
行等

修正箇所
修正前

（修正箇所に下線を引いています。）

修正後

（修正箇所に下線を引いています。）
修正内容No.

●将来にわたって高品質なりんごの生産量を安

定的に確保できる基盤を維持していくために

は、これまでの慣行栽培（丸葉、わい化）*での

計画的な改植*による園地の若返りに加え、早期

成園化や省力化が期待できる高密植栽培*やＶ字

ジョイント栽培*等の省力樹形*の導入による作

業性の高い園地づくりを進めるとともに、機械

化等による省力化・効率化を進めることで、労

働生産性の向上を図っていく必要があります。

●将来にわたって高品質なりんごの生産量を安

定的に確保できる基盤を維持していくために

は、これまでの慣行栽培（丸葉、わい化）*での

計画的な改植*による園地の若返りに加え、早期

成園化や省力化が期待できる高密植栽培*やＶ字

ジョイント栽培*等の省力樹形*の導入による作

業性の高い園地づくりを進めるとともに、機械

化等による省力化・効率化を進めることで、労

働生産性の向上を図っていく必要があります。

●また、人口減少をはじめとする大きな課題を

乗り越えるためには、これまでの対策のみなら

ず、新たな知見や様々な分野との連携により、

デジタル技術などの新たな技術も活用しなが

ら、多様な人材が参画しやすい環境や、多くの

生産者が活躍し続けられる仕組みを構築するこ

とで、高品質りんごの安定生産体制を強化して

いくことが求められています。

●さらに、消費者ニーズの多様化など、りんご

を取り巻く消費環境も刻々と変化していること

から、ニーズを的確に捉え効果的に応えていけ

る産地を目指し、「稼げる、働きたくなるりん

ご産業」へと成長させることが必要です。

20 103

政策の方向性１

＜主な市民等意見

（定性分析）＞

農業者からは、労働力不足が進行する中、作業

効率を高めるために、機械導入や荷捌き場の整

備の必要性が増しているとの意見があります。

農業者からは、労働力不足が進行する中、作業

効率を高めるために、機械導入や荷捌き場の整

備の必要性が増しているとの意見や、スマート

農機などの新たな技術について、どのようなも

のか実機を見て体験できる機会の充実が必要と

の意見があります。

また、VRやAIなどの新たな技術は、これまで表

現できなかったことが可視化され、技術学習の

場面において大きな可能性を感じるなどの期待

が寄せられています。

追記

21 106 施策１）
1）日本一の高品質りんごの生産性向上 1）日本一の高品質りんごの生産性向上とりんご

産業イノベーションの推進
変更

22 106
施策１）

【期待する成果】

・高品質りんごの安定生産と効率化に向けた取

組を支援することで、生産性が向上し、生産力

の強化が図られています。

・高品質りんごの安定生産と効率化に向けた取

組を支援することで、生産性が向上し、生産力

の強化が図られています。

・デジタル技術などの先端技術が生産現場に展

開され、技術習得のハードル低減など多様な人

材が活躍しやすい環境が整備されています。

・様々な分野の連携によって新たな技術や仕組

みが創出され、付加価値の高いりんごを供給す

る持続可能な産地体制が強化されています。

追記

19
政策の方向性１

【②現状と課題】
103 追記

4



資料２

素案

ページ
行等

修正箇所
修正前

（修正箇所に下線を引いています。）

修正後

（修正箇所に下線を引いています。）
修正内容No.

施策成果指標

①収穫量

総合計画初年度（2019年度）

①186,500トン

（2018年産）

基準値（2021年度）

①193,000トン

（2020年産）

施策成果指標

①収穫量

②行政、生産者、研究機関等との連携事業数

（累計）

③機能性表示食品制度を活用したりんご生果届

出数（累計）

総合計画初年度（2019年度）

①186,500トン

（2018年産）

②7件

③2件

基準値（2021年度）

①193,000トン

（2020年産）

②15件

③２件

目標値（2026年度）

①180,000トン

（2025年産）

指標の説明

①本市の結果樹面積に青森県全体の単収を乗じ

て算出

目標値（2026年度）

①180,000トン

（2025年産）

②20件

③5件

指標の説明

①本市の結果樹面積に青森県全体の単収を乗じ

て算出

②本市が関与して、生産者・生産団体・研究機

関等との連携により、りんご産業のイノベー

ションに資する協定締結や実証研究等の展開を

行った事例数（業務取得）

③市内事業者における機能性表示食品制度を活

用したりんご生果の消費者庁への届出数

24 107
施策１）

【取組内容】

・作業性の高い園地づくりや機械化等、高品質

りんごの安定生産と効率化に向けた取組を支援

します。

・作業性の高い園地づくりや機械化等、高品質

りんごの安定生産と効率化に向けた取組を支援

します。

・研究機関や関係機関、企業等と連携し、デジ

タル技術をはじめとする先端技術も活用しなが

ら、人材育成や高品質化に資する営農支援シス

テム等の創出と実装、生産性向上に向けたス

マート農業技術や新たな栽培技術の導入促進に

取り組みます。

・生産者をはじめとするりんご関係者が主体性

を持って健康増進に取り組める仕組みの構築

や、りんご生果での健康機能性を活かした取組

の促進等を進めます。

追記

23
施策２）

施策成果指標
106 追記
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資料２

素案

ページ
行等

修正箇所
修正前

（修正箇所に下線を引いています。）

修正後

（修正箇所に下線を引いています。）
修正内容No.

25 107
施策１）

【計画事業】

①りんご園等改植事業負担金

②りんご防除機械等導入事業費補助金

③農作業省力化・効率化対策事業費補助金

①りんご園等改植事業負担金

②りんご防除機械等導入事業費補助金

③農作業省力化・効率化対策事業費補助金

④りんご産業イノベーション実装事業

⑤弘前ヘルスアップル推進事業

追記

26 107
施策２）

【取組内容】

・サントリー株式会社、つがる弘前農協及び市

の三者協定に基づきワインぶどうの生産者確

保、栽培面積の拡大を進めます。また、地域お

こし協力隊活動を通じ、生産者のネットワーク

構築やワインぶどう生産に係る普及啓発に取り

組みます。

・サントリー株式会社、つがる弘前農協及び市

の三者協定に基づきワインぶどうの生産者確

保、栽培面積の拡大を進めます。また、地域お

こし協力隊活動を通じ、生産者のネットワーク

構築やワインぶどう生産に係る普及啓発に取り

組みます。

・需要に応じた主食用米の生産・販売と、農地

の有効活用に向けた大豆やにんにく等の生産振

興を推進します。

追記

27 109
施策４）

【取組内容】

・果物離れが進む児童、生徒などを対象に農作

業体験、食育授業や給食を活用した食育等を行

うことで、りんごの消費拡大を図ります。

・果物離れが進む児童、生徒などを対象に農作

業体験、食育授業や給食を活用した食育等を行

うことで、りんごの消費拡大を図ります。

・消費者の健康志向に対応するため、機能性表

示のサンふじ等への拡大に向けた取組等を進め

ます。

追記

28 109
施策４）

【計画事業】

①弘前産りんご消費拡大戦略事業負担金

②弘前・台湾果物交流事業

③りんご輸出促進強化事業

④ひろさき「農の魅力」体験事業（地域産業魅

力体験事業）

⑤給食でまなぼう！食育スクール（再掲）

⑥りんご公園まつり事業

⑦米粉活用促進支援事業

①弘前産りんご消費拡大戦略事業負担金

②弘前・台湾果物交流事業

③りんご輸出促進強化事業

④ひろさき「農の魅力」体験事業（地域産業魅

力体験事業）

⑤給食でまなぼう！食育スクール（再掲）

⑥りんご公園まつり事業

⑦弘前ヘルスアップル推進事業（再掲）

⑧米粉活用促進支援事業

追記

29 153
施策１）

【取組内容】

・既存融雪施設等の維持修繕・更新を進め、持

続可能な効率的で効果的な雪対策を進めます。

・既存融雪施設等の維持修繕・更新を進め、持

続可能な効率的で効果的な雪対策を進めます。

・新規雪置き場整備に関する制度拡充につい

て、国への要望活動に継続して取り組みます。

追記

30 153
施策１）

【計画事業】

①除排雪事業

②新規雪置き場整備事業

③道路融雪施設等修繕事業

④雪対策環境整備事業

①除排雪事業

②道路融雪施設等修繕事業

③雪対策環境整備事業
削除

31 194-196
（２）健全な財政

運営
（調整中）

（令和５年度予算案を決定し、「①今後５年間

の財政見通し」「③中期的な財政の展望」を修

正しました。）

※修正内容は長文のため省略します。

令和５年

度予算案

に基づき

修正
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令和５年２月 10 日 

 

 

弘前市長 

櫻田 宏 様 

 

 

弘前市総合計画審議会  

会長 森 樹男 

 

 

弘前市総合計画後期基本計画の策定について（答申） 

 

 

令和４年７月 19 日付け弘企発第 30 号により諮問のあった「弘前市総合計

画後期基本計画に関すること」について、本審議会において慎重に審議を重

ねた結果、別添の「弘前市総合計画後期基本計画（案）」は適当と認め、ここ

に答申します。 

なお、計画の推進に当たっては、本審議会の審議過程で各委員から出され

た意見を十分に尊重し、将来都市像「みんなで創り みんなをつなぐ あず

ましいりんご色のまち」の実現に向けて取り組まれることを要望します。 

 

 

 

 

 

（案） 

資料３ 


